
配布先：⼭形県政記者クラブほか 

1 

PRESS RELEASE    
                                平成31(2019)年4⽉18⽇ 

⼭ 形 ⼤ 学 
神 奈 川 ⼤ 学 

⼭形⼤学と神奈川⼤学が包括的連携協定を締結 
 

【本件のポイント】  
● ⼭形⼤学と神奈川⼤学の双⽅の発展的な教育と研究の推進に向けて互いに協⼒

することにより、地域の発展と⼈材の育成に寄与することを⽬的。 
●  学⽣に⼤学施設を相互開放する等修学環境を整備するとともに、相互利⽤可能

な就職サポート体制を構築し、双⽅の県へのＵターン・Ｉターンを促進する。 
● ⼭形⼤学も神奈川⼤学も⼤学間の包括的連携協定を締結するのは初めて。 

【概要】 

⼭形⼤学（学⻑：⼩⼭清⼈）と神奈川⼤学（学⻑：兼⼦良夫）は双⽅の強みを活かした教育・研究の推進と学
⽣の交流を通し、地域の発展と⼈材の育成に寄与することを⽬的として、教育・研究に関する包括的連携協定を
平成 31(2019)年 4 ⽉ 18 ⽇に締結しました。協定期間は、5 年間。 

今後、本協定に基づき、学⽣・教職員の交流をはじめ、共同研究や共同事業等における連携を推進します。ま
た、学⽣が⼤学施設を相互に利⽤できるようにするなど修学環境を整備するとともに、相互利⽤可能な就職サポ
ート体制を構築し、双⽅の県へのＵターン・Ｉターンを促進していきます。 

【協定締結の経緯】 
⼭形⼤学と神奈川⼤学は、ともに⽇本全国から学⽣が集まる総合⼤学です。⼭形⼤学は「地域創⽣」「次世代形

成」「多⽂化共⽣」を３つの使命として掲げ、「学⽣教育を中⼼とする⼤学創り」をはじめ５つの基本理念に沿っ
て、教育研究、地域貢献に全⼒で取り組んでいます。学⽣が主体的に学ぶ環境を作り、学⽣⽬線を⼤切にして学⽣
とともに成⻑する⼤学を⽬指しています。 

神奈川⼤学は、建学の精神「質実剛健」「積極進取」「中正堅実」を踏まえ、近年では「約束します、成⻑⼒。
―成⻑⽀援第⼀主義―」を⼤学の中⼼コンセプトに掲げています。これは、神奈川⼤学の伝統である「教育の重
視」と「学⽣の⽴場に⽴った⼤学」を具体化したものとなっており、学⽣の⼀⼈ひとりが、⾃らの学びと考えのな
かで「成⻑」を実感し、⾃⽴した良識ある市⺠として⾃信をもって社会に船出できるように、⼤学が全⼒で⽀援を
していこうとするものです。 

両⼤学は、地⽅国⽴⼤学と都市圏の私⽴⼤学という地理的、歴史的、組織的な⼤きな違いはありますが、学⽣の
学びに対する基本的な姿勢は同じと⾔えます。地域創⽣には、都市圏との交流は不可⽋なものであり、双⽅の強み
を活かして連携することにより、次代を担う⼈材育成と両⼤学の教育研究の発展、ひいては地域の発展に寄与す
るものと考え、今回の包括的連携協定に⾄ったものです。 

※⼭ 形 ⼤ 学：6 学部、7 研究科。⼭形県内に４つのキャンパスを持つ。学⽣数は約 9 千⼈。 
神奈川⼤学：7 学部、8 研究科。神奈川県内に２つのキャンパスを持つ。学⽣数は約 1 万 8 千⼈。 

【今後の取り組み】 
 以下のような連携を予定しており、今後、具体的な調整を進めてまいります。 

(1) 学⽣の交流（フィールドワークでの受⼊・派遣） 
(2) インターンシッププログラムへの受⼊・派遣 
(3) 単位互換による国内留学制度 
(4) 教職員の交流（FD・SD の共同実施、職員の受⼊・派遣） 
(5) 研究者の交流（共同研究、研究成果発表会の共同開始） 
(6) 双⽅の⼤学をつなぐ遠隔講義 
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【協定の内容について】 
締結⽇： 平成 31(2019)年 4 ⽉ 18 ⽇ 
⽬ 的： ⼭形⼤学及び神奈川⼤学が教育・研究その他の分野において連携を深め、双⽅の⼤学の発展的な教育と

研究の推進に向けて互いに協⼒することにより、地域の発展と⼈材の育成に寄与することを⽬的とする。 
期 間： 締結⽇から5年間（更新有り） 
連携事項： （１）学⽣の交流 
 （２）教職員の交流による教育・研究の連携 
 （３）共同研究、共同事業の実施 
 （４）学⽣に対する⼤学施設の相互開放 
 （５）各種補助事業への共同申請 
 （６）その他必要と認められる事業 
 

【学⻑コメント】 
⼭形⼤学 学⻑ ⼩⼭清⼈ 

 ⼭形⼤学には、４つのキャンパスがありますが、学⽣たちにはキャンパスの枠を超えて、多彩な学びの場を⽤
意しています。特徴的な取り組みのひとつ「エリアキャンパスもがみ」では、⾃治体と連携し、地域の⽅を講師
として、学⽣たちは現地で様々な体験をしながら地域課題の解決⽅法を考えます。また、各学部でも地域の課題
解決に取り組む授業を実施しており、まさに⼭形県全域が学びの場、キャンパスとなっています。企業との共同
研究も盛んに⾏っており、学⽣達が⼀緒に研究に取り組むケースも増えてきました。⽴場や年齢、価値観などが
異なる多くの⽅との出会いが、学⽣達を⼤きく成⻑させます。神奈川⼤学との交流が、さらなる刺激となり、両
⼤学の学⽣の成⻑と、地域の発展に寄与することを期待しています。 

 
神奈川⼤学 学⻑ 兼⼦良夫 

 神奈川⼤学は、創⽴者の⽶⽥吉盛が「⼈は実業家や学者、官僚である前に、まず⼈間であれ」と説いて以来９
０年余り、学問を通じた⼈間形成に努め、「ゼミナール」「卒業研究」をはじめとする少⼈数教育や、専⾨教育
に偏らない教養教育を重視してきました。創⽴間もない時期から、地⽅会場での⼊学試験実施や、返還不要の⼿
厚い奨学⾦を受給できる給費⽣制度創設などに取り組み、広く全国から優秀な⼈材を募ってきた歴史があり、
在学⽣の約 4 割が⾸都圏以外の地域から進学する全国型⼤学です。海外（交流協定校 138 ⼤学）や⽇本各地か
ら、多様な学⽣が集い、議論することができる環境は、視野を広げ、多様な視点から物事を考える機会に溢れて
います。⼭形⼤学との交流が、両⼤学の学⽣の成⻑と、地域や⼈類社会の発展に寄与する教育・研究の更なる充
実につながることを期待しています。 
 

 
 

 
 
 

 

 
 

お問い合わせ    
⼭形⼤学 教育・学⽣⽀援部学務課（松⽥） 

TEL  023-628-4840  メール  k-gakumu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
 
神奈川⼤学 広報部（千葉，梶⼭） 

TEL  045-481-5661（代）  メール kohou-info＠kanagawa-u.ac.jp 
 


